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系列 教科目 授業形態 単位数 系列 教科目 授業形態 単位数
保育原理 講義 2 保育原理 講義 2
教育原理 講義 2 教育原理 講義 2
児童家庭福祉 講義 2 子ども家庭福祉 講義 2
社会福祉 講義 2 社会福祉 講義 2
相談援助 演習 1 子ども家庭福祉論 講義 2
社会的養護 講義 2 社会的養護Ⅰ 講義 2
保育者論 講義 2 保育者論 講義 2
保育の心理学Ⅰ 講義 2 保育の心理学 講義 2
保育の心理学Ⅱ 演習 1 子ども家庭支援の心理学 講義 2
子どもの保健Ⅰ 講義 4 子どもの理解と援助 演習 1
子どもの保健Ⅱ 演習 1 子どもの保健 講義 2
子どもの食と栄養 演習 2 子どもの食と栄養 演習 2
家庭支援論 講義 2 保育の計画と評価 講義 2










保育実習Ⅰ 実習 4 子育て支援 演習 1
保育実習指導Ⅰ 演習 2 保育実習Ⅰ 実習 4
総合演習 保育実践演習 演習 2 保育実習指導Ⅰ 演習 2


































































































































































































































外国人児童数              人　    838　　810　　836　　866　　 901　  962　 1,035　1,068　1,114　1,123
児童総数に占める割合　　％　   0.75　  0.74　  0.77  　0.81  　0.86  　0.93　  1.01　  1.06　 1.12　 1.16
外国人生徒数               人　    447　  425　  452  　442   　431　  435　   449  　480　  490　  512











































































18歳未満 7.2万人 6.8万人 0.4万人
18歳以上 419.5万人 412.5万人 7.0万人







18歳未満 22.5万人 21.4万人 1.1万人
18歳以上 85.1万人 72.9万人 12.2万人








20歳未満 27.6万人 27.3万人 0.3万人
20歳以上 391.6万人 361.8万人 29.8万人















祉部で作成   
（注）1. （　）内数字は、総人口1,000人あたりの人数（平成30年人口推計による）。
　 　2.  精神障害者の数は、ICD-10の「V精神及び行動の障害」から知的障害（精神遅滞）を除いた数に、てんかんと
アルツハイマーの数を加えた患者数に対応している。    
　　 　また、年齢別の集計において四捨五入をしているため、合計とその内訳の合計は必ずしも一致しない。
　 　3. 身体障害児・者及び知的障害児・者の施設入所者数には、高齢者関係施設入所者は含まれていない。
　 　4. 四捨五入で人数を出しているため、合計が一致しない場合がある。
保育内容実践の検討
容易かもしれない。子ども自身に祖父母がいるケースは多いからである。
しかしながら理解にとどまらず、交流などを通して保育所保育指針や幼稚
園教育要領などにある豊かな生活体験や気持ちなどを理解できるようにし
ていくことが望ましい。高齢者と子どもの交流については、同じ法人が子
どもと高齢者の施設を両方経営しているというようなケースも多くみられ
る。そういった施設においては、イベントなどを通して交流するケースが
見られる。また子どもたちが高齢者施設に出向いて行って交流するような
ケースもある。
図1－1－9 　65歳以上の一人暮らしの者の動向
65
）
フ
ラ
グ
線
れ
折
、
別
女
男
（
合
割
る
め
占
に
口
人
上
以
歳
（％）
26
24
22
20
18
16
14
12
10
8
6
4
2
0
）
フ
ラ
グ
棒
（
者
の
し
ら
暮
人
一
（年）
昭和55
（1980）
60
（1985）
平成2
（1990）
7
（1995）
12
（2000）
17
（2005）
22
（2010）
27
（2015）
令和2
（2020）
7
（2025）
12
（2030）
17
（2035）
22
（2040）
（千人）
（千世帯）
10,000
9,500
9,000
8,500
8,000
7,500
7,000
6,500
6,000
5,500
5,000
4,500
4,000
3,500
3,000
2,500
2,000
1,500
1,000
500
0
推計値実績値
11.2
4.3
（881）
688
193 233
948
（1,181）
4.6
12.9
14.7
16.2
17.9
8.0
2,290
742
2,814
1,051
（3,032） 9.7
（3,865）
19.0
20.3
21.1
22.4
（7,025）
（7,512）
23.2
23.9
24.3 24.5
（8,963）
20.8
5,404
3,559
男
女
一人暮らしの者
の65歳以上人口に
占める割合
（右目盛り）
女
男
（7,959）
（8,418）
18.2
19.7
15.5
16.8
4,590
4,832
5,024
5,192
2,435 2,680
2,935
3,225
（4,791）
（5,928）
11.1
13.3
3,405
4,003
1,386
1,924
5.2
（1,623）
6.1
（2,202）
1,313
310
1,742
460
資料：平成27年までは総務省「国勢調査」による人数、令和2年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の世帯数の将来推計（全国
推計）2018（平成30）年推計）」による世帯数
（注1）「一人暮らし」とは、上記の調査・推計における「単独世帯」又は「一般世帯（1人）」のことを指す。
（注2）棒グラフ上の（　）内は65歳以上の一人暮らしの者の男女計
（注3）四捨五入のため合計は必ずしも一致しない。
図３　「65歳以上の一人暮らしの者の動向」
（出典：内閣府『令和２年版高齢社会白書』）
− 19 −
佐藤ちひろ・伊勢正明
　地域の中で暮らすさまざまな人たちを理解するためには、そういった人
たちについて知る機会を設けることがまずは必要である。知る方法として
は就学前施設においては絵本などがあげられる。また保育者が様々な他者
について言及すること、そういった地域の中にいる様々な他者とつながる
機会を就学前施設が設けることが必要である。
　子どもは、初めての集団生活の場である就学前施設での生活を通して、
他の子どもや保育者、保護者などいろいろな人と親しみをもって関わるよ
うになる。その中で、家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、
小学生や中学生、高齢者や働く人々など地域の身近な人と触れ合う体験を
重ねていく。保育所保育指針解説では、こうした体験を重ねる中で人との
様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ
喜びを感じ、地域に親しみをもつようになるとある。また、地域の公共の
施設など訪れることで、その場所や状況に応じた行動をとりながら大切に
利用することなどを通して、社会とのつながりなどを意識するようにもなっ
ていくともある。地域の行事や様々な文化に触れることを楽しんで興味や
関心を深めることは、地域への親しみや地域の中での学びの場を広げてい
くことにつながっていく。
10．コミュニティワーク
　コミュニティワークとは、地域住民がその地域の生活上に生ずるさまざ
まな問題に主体的・組織的に取り組むとともに、問題解決に必要な資源の
調達やそのネットワークを図ることを援助する社会福祉の方法である。コ
ミュニティは地域に住む人たちのつながりによってつくられるものである。
子どもたちが、これから自分たちが生活していく地域について、地域の中
で暮らす人たちについて理解することはまさにコミュニティワークと言える。
　地域社会の人の理解をするためには、まずは「つながり」を作ることが
重要である。現代社会では家庭と地域とのつながりの希薄さが指摘されて
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保育内容実践の検討
いる。現代社会は、４人に１人は隣に住んでいる人の顔も知らず、何かあっ
たとき、近くに頼れる人がいない、２割近くが両親、兄弟姉妹がいないと
いった社会である。また約半数の人が、現代は「無縁社会」だと感じてい
るような人と人とのつながりが希薄な社会である。家庭が地域社会とのつ
ながりをつくるのが難しい状況の中、就学前施設は家庭の代替的役割を担
う施設として、地域社会とつながりをつくることが求められている。また
就学前施設は地域の社会資源の一つであるため、地域社会の中で関係機関
や人と連携しつながりを持つことは当然求められていることでもある。
　地域社会とのつながりとは、そこで暮らすさまざまな人たちとのつなが
りも含まれる。地域社会にはこれまで紹介したような人たちのみならず、
本当に多種多様な人々が暮らしている。人は一人ひとり違うということ、
これを幼少期から育むことで、多様性が理解できるようになると考えられる。
（以上、佐藤）
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佐藤ちひろ・伊勢正明
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